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１．単元名「ＴＡＧ ＲＵＧＢＹ」（７時間計画） 

２．運動の特性 

（１） 一般的特性 

  タグラグビーは、楕円形のボールを使った陣取りゴール型のボールゲームである。タグを取られないよ

うに、一人で相手をかわしながらボールを持ってゴールへ走ったり、友だちにパスをつないで攻撃を続け

たりして、得点を競い合うことが楽しい運動である。また、タグをとって相手の攻撃を止めたり、相手を

うまくかわす動きや作戦を考えたりすることで、より楽しさが深まる運動である。 

 

（２） 子どもから見た特性 

 A 運動の特性に触れる楽しさ体験の状況 

  本学級では、２学期にバスケットボールの学習を経験している。バスケットボールでは、６人で編成さ

れたチームを前後半に分けて３対３でゲームを行った。身体能力的にゴールまでボールが届かない子ども

の姿があったため，ゴールにフラフープを下げて１点ゴールを設けてゲームを行わせた。誰でも得点でき

る環境を整備したことで，得点を競い合うことを楽しむ姿が見られた。しかし，ボール操作に慣れてなく，

作戦を立ててもゲームに生かされにくい状況もよく見られるとともに，どのように動いてよいかが分から

ず、自分から進んで取り組めない子が数名いた。 

  ９月，１０月に行った診断的評価（体育授業についての調査，運動有能感に関する調査：「体育授業を

観察評価する」高橋健夫編集より）では，全体的には，体育に対するよい印象を持っているが，身体的有

能さの認知項目の評価が低く，４分の１の子どもが，身体的有能感を低く捉えていることが分かった。 

  タグラグビーの事前のアンケート調査によると、ボール運動を好きと答えた子は、３０名で、その理由

は、「投げる・捕る・蹴る」といったボール操作そのものに楽しさを感じている子が大半で，勝敗を競い

合う楽しさやゲームのなかで思考する楽しさを感じる子は少なかった。また、あまり好きではない，嫌い

と答えた子は６名で、その理由は、「当たると痛い」「運動すること自体」「動き方が分からない」とボー

ルへの恐怖心や運動そのものに対する嫌悪感からである。これまで実態に合わせた運動環境の整備不足や

動き方の学習経験が少ないことが要因であると考えられる。 

B 技術の習得状況 

 学級レクリエーションで行った「しっぽ取りゲーム」では、ほとんどの子がタグを取ることができたが、

数名の子は、逃げ回るのが精一杯で他の子のタグを取ることができない姿が見られた。また、ラグビーボ

ールを使った「ボール運びゲーム」では、全員の子がボールをもって自分なりに相手をかわしながら走る

姿が見られた。事前のアンケート調査では，５分の２の子が，相手をかわして走ったり，逃げる相手を追

いかけたりすることが苦手と答えている。これまでの運動経験の乏しさから，身体的有能感を低く捉えて

いる子が比較的多く存在し，二極化傾向が伺われる。ちなみに地域の運動クラブに所属し、日常的に運動

している子は、１２名（３分の１）である。 
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C 学び方に関する学習経験の状況 

 本学級の子どもたちは、これまでの体育学習を通して、自分のめあてを決めて活動を行い、その活動を

振り返る経験をしている。２学期のバスケットボールの学習では、めあて１で総当り戦を行い、めあて２

で対抗戦を行うという従来のボール運動の学習の進め方を経験した。体育学習の進め方や協力して行う準

備・後片付けにはだいぶ慣れてきたといえる。学習カードを使うこと自体には慣れてきたが，明確なめあ

てを記述したり，自分の運動を的確に振り返ったりすることは，まだまだ未熟な状態である。特に今日の

運動を技術という角度から振り返ることが難しい。 

 

３．学習を進めるにあたって 

 本学級の児童は，これまでの学習経験より，体育学習の進め方にようやく慣れてきたところである。反面，

身体的有能感を低く捉えていることも明らかになってきた。小学校高学年のタグラグビーにおいて児童に身に

付けさせたい技術は，高度な戦術的個人技術と戦術的集団技術であると考えられる。そこで，本学級の児童の

学習意欲をさらに高め，上記の２つの技術を身に付けさせるために，以下の支援を考えた。 

 

（１）身に付けさせたい技能に応じたミニゲームの工夫と学習過程への位置づけ 

高度な戦術的個人技術を身に付けさせるためのミニゲームと戦術的集団技術を身に付けさせるためのミ

ニゲームを以下のように学習過程に位置づける。 

 

〔めあて１（２時間）〕 

高学年における高度な戦術的個人技術とは，「相手を意識してかわしたり，追いつめたりすることができ

る技術」と考え，単元前半のめあて１に「１対１のトライゲーム」を位置づけることする。 

 

トライゲーム（１対１） 

 

 

攻める側は、ボールを持っ

て相手を意識してかわし

てトライをねらう。守る側

は相手のタグを取るため

に，追いつめてトライを防

ぐというゲーム。 

《身に付けさせたい技術》 

○ 意識してかわす 

・カットイン ・スワーブ ・チェンジオブペース  

・ダミーパス ・フェイク 

○ 相手を追いつめる 

・ぴったりマーク ・まちぶせマーク 
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〔めあて２（５時間）〕 

高学年における戦術的集団技術とは，「タグをとられる前にパスを出したり，自陣を守るための技術」と

考え，単元後半のめあて２に「２対１，２対２のトライゲーム」を位置づけることする。 

 

ＧＯＧＯトライゲーム（２対１・２対２） 

 

 

２人組で１個のボールを運ぶ

ゲーム。タグを取られる前に

パスを出すことをねらいとす

る。もし，タグが取られたら

後方の味方にパスしてゲーム

を続ける。慣れてきたら，２

対２のゲームに切り替える。 

《身に付けさせたい技術》 

○ タグをとられる前にパスを出す。 

・クロス ・ダミークロス  

○ 自陣を守る工夫 

・マークマーク ・フルバック  

・水平ライン 

 

 

（２）発達段階に応じた技能を身に付けさせる支援の工夫 

   高度な戦術的個人技術と戦術的集団技術を身に付けさせるためには，単に教師の方から技術モデルを提

示することでは，達成できないと考える。そこで，ミニゲームを行う中で児童が見つけた動きを「ヒント

カード」として価値付け，活用を促していくことで，技能を身に付けさせたいと考える。 

めあて①では，ミニゲーム「トライゲーム（１対１）」を身に付けさせたい技術の視点で観察，ビデオ

記録をし，ミニゲームの中で出てきた高度な戦術的個人技術を絵や図で「動きのヒントカード」としてま

とめ、価値づけていく。 

めあて②では、ミニゲーム「ＧＯＧＯトライゲーム（２対１・２対２）」を身に付けさせたい技術の視

点で観察，ビデオ記録をし，ミニゲームの中で出てきた戦術的集団技術を絵や図で「作戦のヒントカード」

としてまとめ、価値づけていく。 

   本ゲームにおいては，ミニゲームで見つけた上記の「ヒントカード」を積極的に活用させ，成功体験を

重ねることで，技術の高まりを実感させていきたい。 

４．研究の仮説 

 「高学年のタグラグビーにおいて、身に付けさせたい技能（高度な戦術的個人技術・戦術的集団技術）に応

じたミニゲームの工夫をすれば，児童が技能を高めることができるであろう。」 

５．学習のねらいとみちすじ 

（１）学習のねらい 

ルールやゲームの進め方に慣れ、かわし方や追いつめ方，攻め方や守り方を工夫して，ゲームを楽しむこ

とができる。 

（２）学習のみちすじ 

  めあて１ ルールやゲームの進め方に慣れ，かわし方や追いつめ方を工夫して，ゲームを楽しもう。 

  めあて２ チームで攻め方や守り方を工夫して，ゲームを楽しもう。                    
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６．学習と指導の計画 
 １ ２ ３ ４ 

 

目

標 

 

●ゲームのルールや進め方

を知ることができる。 
●かわし方や追いつめ方を

意識して，１対１で行うミ

ニゲームを楽しむことがで

きる。 

●前時に見つけたかわし方

や追いつめ方を使ったり，新

しい動きを見つけたりする

ことができる。 

●オフサイドを理解し，ゲ

ームの行い方に慣れる。 
●パスを意識して，２対１

で行うミニゲームやゲーム

を楽しむことができる。 

●タグ後のパスを確実に行

いながら，ミニゲームやゲー

ムを楽しむことができる。 
●自陣を守ることを考える

ことができる。 

支

援 

●指導用 VTR を使ってゲ

ームのルールや進め方を紹

介する。 
●相手を意識してかわすこ

とと相手を追いつめること

を身に付けさせるために，

１対１で行うミニゲームを

紹介する。 

●ボールを持って積極的に

前に走る子，前時に見つけた

かわし方や追いつめ方を使

っている子，新しい動きを見

つけた子を賞賛する。 

●オフサイドについて指導

する。 
●パスを意識させるため

に，２対１で行うミニゲー

ムを紹介する。 

●タグ後のパスを確実に行

いながらミニゲームやゲー

ムを行っている子を賞賛す

る。 
●自陣を守ることを考えて

いるチームを賞賛する。 

０ 

 

 

 

５ 

 

 

 

２０ 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４０ 

                
１．タグラグビーのルールと学習

の進め方を知る。 

○指導用ＶＴＲでゲームの概

要とルールの確認をする。 

２．学習の見通しをもつ。 

○単元のめあて 

○グルーピング○役割分担 

○学習の準備○ミニゲーム 

３．ミニゲームをする。 

 トライゲーム（１対１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．学習のまとめと後片づけをす

る。 

○かわし方や追いつめ方を

「動きのヒントカード」に価値

付ける。 

○協力して後片づけをする。 

 

 

 

 

１．学習の準備をする。 

○安全面に気を付けて、協力し

て場づくりをする。 

２． ミニゲームをする。 

３．本時のめあてを確認する。 

４．タグラグビーをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔対戦表〕 

 

 

 

 

 

 

※前後半７分ずつ、休憩２分 

５．学習のまとめと後片づけをする 

○学習の振り返りをする 

○ルールやマナーの確認 

○協力して後片づけをする 

 

 

 

 

１．学習の準備をする。 

○安全面に気を付けて、協力して場づくりをする 

２．ミニゲームをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本時のめあてを確認する。 

４．タグラグビーをする 

〔対戦表〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．学習のまとめと後片づけをする 

○学習の振り返りをする 

○ルールやマナーの確認 

○協力して後片づけをする 

めあて② チームで攻め方や守り方を工夫して、ゲ

ームを楽しもう。 
めあて① ルールやゲームの進め方になれ，かわし

方や追いつめ方を工夫して、ゲームを楽しもう。 

めざ

す

子ど

も の

姿 

●かわし方や追いつめ方を

考えてミニゲームを楽しん

でいる。 
☆取り上げたい技術 
◎カットイン（個） 
◎スワーブ（個） 
◎ぴったりマーク（個） 
※単元全体を通して戦術的個

人技術を「動きのヒントカー

ド」へ，集団技術を「作戦のヒ

ントカード」へ価値付ける。→

●前時に見つけたかわし方

や追いつめ方を使ったり，新

しい動きを見つけたりしな

がらゲームを楽しんでいる。

☆取り上げたい技術 
◎フェイク（個） 
◎チェンジオブペース（個）

●パスを意識して，２対１の

ミニゲームやゲームを楽し

むことができる。 
☆取り上げたい技術 
◎ダミーパス（個） 
◎まちぶせマーク（個） 

●タグ後のパスを正確に行

いながら、ミニゲームやゲ

ームを楽しむことができ

る。 
●自陣の守り方を考えるこ

とができる。 
☆取り上げたい技術 
◎マークマーク（集） 
◎フルバック（集） 

 
 

ボールを持っ

たら前に走ろ

う！ 

コート ２時間目 
Ａ １－２ 
Ｂ ３―４ 
Ｃ ５－６ 

コート ３時間目 ４時間目 

A １―３ ２―５
B ４－５ １―４ 

C ２―６ ３―６ 

タグを取られるまで，前に走ろ

う！取られたら後ろの味方にパ

スをしよう！ 
（はじめのルール） 

■中央からのフリーパスでゲ

ーム開始。 
パスをしたら後ろへ回

ろう。タグ後は攻めの

ラインをつくろう！ 
■タグを取られずにトライでき

たら１点。 

■タグを取られたらパスをす

る。 

■前にパスをしてはいけな

い。 
今まで見つけた動きを組

み合わせているね！ 
■タグを取ったら返すまで、

取られたらつけるまでプレー

に参加できない。 

■反則やコートから出たら、

その場から相手のパスで始

める。 

ボールを

持ってい

る人のお

し り を 見

て 走 ろ

う！ かわし方や追いつめ方

を考えよう！ 

チームで守り方の工夫を

しているね。 
前の時間に見つけたかわし方や

追いつめ方を使っているね！新し

いかわし方や追いつめ方を見つ

けることができるかな！ 

動きを工夫して，タグを取

られる前にパスができた

ね！ 
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 ⑤ ６ ７ 

●タグ後のパスを工夫して、ミニゲー

ムやゲームを楽しむことができる。 
●タグを取られる前にパスを出す工夫

をして、ミニゲームやゲームを楽しむ

ことができる。 

●タグを取られる前にパスを出す動き

でゲームを楽しもう。 
目

標 
●チームで攻め方、守り方の作戦を立

ててゲームを楽しむことができる。 
●単元を振り返り，技能の高まりを実

感させる。 ●チームで攻め方、守り方の作戦を工

夫してゲームを楽しむことができる。

 
●ゲームの中でタグをとられる前にパ

スを出している姿を賞賛する。 
●タグを取られる前にパスを出すこと

を意識させるために、２対２のミニゲ

ームを紹介する。 

●タグ後のパスを工夫してミニゲーム

やゲームを行っている姿を賞賛する。 
支

援 
●これまで身に付けた技能を生かして

いる姿を賞賛する。 
●作戦ボードを準備し、事前にチーム

ごとに作戦を立てさせる時間を設け

る。 
●タグ直前のパスを意識して行なって

いる姿を賞賛する。 
  

   ０    
 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４０ 

       
１．学習の準備をする。 

○安全面に気を付けて、協力して場づくりをする 

２．ミニゲームをする。                      
 

                                                  

                             

 〔対戦表〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本時のめあてを確認する。 

４．タグラグビーをする。 

 

 

 

 

 

５．学習のまとめと後片づけをする。 

○学習の振り返りをする。 

○協力して後片づけをする。 

 

めあて② チームで攻め方や守り方を工夫してゲームを楽しもう。 

クロスの動きでノ

ーマークができ

たね！ 
コート ５時間目 ６時間目 ７時間目 

Ａ １―６ 

めざ

す

子ど

も の

姿 

●タグ後のパスを工夫して、ミニゲー

ムやゲームを楽しむことができる。 
●チームで簡単な作戦を立ててゲーム

を楽しむことができる。 
☆取り上げたい技術 
◎クロス（集） 
◎水平ライン（集） 

●タグをとられる前にパスを出す工夫

をして，２対２のミニゲームやゲーム

を楽しむことができる。  
●チームで攻め方、守り方の作戦を工

夫してゲームを楽しむことができる。

☆取り上げたい技術 
◎ダミークロス（集） 
◎ブラインド（集） 
 

●タグを取られる前にパスを出す動き

でゲームを楽しむことができる。 
●単元を振り返り技能の高まりを実感

することができる。 

ヒントカードを使って、攻め方、守り方

の作戦を立てよう！ 

最 後 の ゲ ー

ムをおもいき

り楽しもう。 

動きを工夫してタグを取られる前

にパスしよう！ 

ヒントカードを使った作戦がゲー

ムに生かされたね！ 

タグ後のパスを確実に行おう！工夫

できるといいね。

１―５

Ｂ ４―６ ２－４ 
もう一度，対

戦したい相

手と 

Ｃ ３―５ ２―３

タ グ 前 の パ ス ワ ー ク が う ま い

ね！ 

はじめのゲームと比べて、とても動

きがよくなったよ！うまくなったね！
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第５学年 体育科学習指導案 

 

体育，保健体育科研究室 

１．単元名 ＴＡＧ ＲＵＧＢＹ 
２．本時 本時 平成１８年１１月２１日（水曜日）５校時 運動場 ５/７時 

３．本時のねらい 

 ○タグ後のパスを工夫してゲームを楽しませる。 

４．本時の仮説 

 これまでの学習で子どもたちは、ゲームのルールや進め方になれてきている。また、ミニゲーム、ゲームを通

して、相手をかわす動きや相手を追いつめる動きを見つけてきた。教師は子どもが見つけた動きを価値付けるた

めに「動きのヒントカード」と名づけた掲示物を作成し、活用を促してきた。 

 前時の学習では、スピード感と連続性のあるゲームの姿を導き出すために、 

①ボールをもったら空いているところに向かって前へ進むこと。 

②タグ後のパスを正確につなげること。 

③ボールをもっていない人は、ボールをもっている人のすぐそばにいるようにすること。 

と３つのポイントを絞ってゲームを行わせてきた。その結果、ゲームのスピード感と連続攻撃の姿が少しずつみ

られるようになり、チームとしてパスのつなぎ方や攻撃の形などを考える姿も導き出すことができた。見られた

チームの動きは「作戦のヒントカード」としてまとめ、新たに教師の方から、いくつかの作戦のヒントカードを

紹介した。 

 そこで、本時では、以下の手だてを行い、引き続きスピード感と連続性のあるゲームを意識させながら、チー

ムとして攻めたり、守ったりする姿を期待したい。 

○前へ攻めていく意識とタグ後のパスを正確に行わせるために、１対１＋１のミニゲームを行う。 

○タグ後のパスを工夫した攻め方を意識させるために、作戦のヒントカードを紹介する。 

５．準備 

 タグ・ゼッケン（６セット）、ラグビーボール、得点板、ストップウオッチ、マーカーコーン、学習カード、

学習資料、作戦ボード 

６．展開（５/７） 
 学習活動と内容 支援（指導） 

１． 学習の準備と練習をする。 ０ ※安全に気をつけ、役割を分担して準備できるように

する。  ○ 安全に気をつけて、協力して場づくりをする。 

２． ミニゲームをする。  ５ ※今日の対戦チームとミニゲームを行わせる。 

３． 本時のめあてを確認する。   

 タグ後のパスを工夫した攻め方、相手をぬかせな

い守り方を考えてゲームを楽しもう。      

※前に攻める意識とタグ後の正確なパスを意識させる

声かけを行う。 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３５ 

 

 

 

 

３．タグラグビーをする。 

Ａ：１班―５班 

Ｂ：４班―６班 【ゲームⅠ（７分）―休憩（２分）－ゲームⅡ（７分）】 

Ｃ：２班―３班 

 

（予想される児童の様相） 

 

 

 

 

 

 

 

４． 学習のまとめと後片付けをする。 

○ 学習の振り返りをする。 

○ 協力して後片付けをする。 

※めあてを確認し、「作戦のヒントカード」を紹介する。 

 

※スピード感と連続性のあるゲームの様相を導くため

に、以下の声かけを行う。 

①ボールを持ったら空いているとこへ向かって、前に

走ること 

②タグ後のパスを正確に出すこと 

③ボールを持っていない人はボールを持っている人の

近くにいるようすること 

 

※タグ後のパスを工夫している姿を賞賛する。 

※ゲームでの姿を観察し、「作戦のヒントカード」に書か

れた動きにつながる姿を見つけ、賞賛する。 

 

 

※チームでの振り返りをさせる。 

※ゲームの中で作戦を工夫したチームを賞賛する。 

※新しい動きの工夫をした子の動きを価値づける。 

※安全に気をつけ、役割を分担して片付けが行われる

ようにする。 

 

 

 

「フルバック」で守

ろう！ 
「トライアングル」

で攻めよう！ 

ボーナス点を

ねらうぞ！ 

「クロス」をため

してみようよ！ 
「 と ば し パ ス 」

だ！とってね！ 

平成18年度　体育，保健体育科研究室
非常勤研修員検証授業


